高エネルギー加速器研究機構大型シミュレーション研究成果報告書の

作成について

２００４年３月２６日

平成１５年度の研究成果について、

(1) 以下の書式による「研究成果報告書」

(2) 自由様式による「実施報告書」

(3) 論文別刷

を送付願います。Webで公開することを検討しており、(1),(2)については

別途ファイルにて送付願います。
(1)「研究成果報告書」(wordファイル)

・当該年度の研究成果の概要を和文と英文で記入して下さい。

・研究成果をホームページで公開している場合は、アドレスを記入して下さい。

・ 研究成果の公表につきましては、研究発表件数、査読付きの学術論文数、国際会議等のプロシーディング論文数、その他（紀要、投稿中の論文）の数にわけて記入して下さい。

(2)「実施報告書」(ファイルの形式は特に問いません)
特に、様式は問いませんが、Ａ４判縦用紙に横書きで次の事項をご記入願います。

1 研究組織

2 当該年度の実施報告の詳細

3 口頭研究発表、発表論文（査読）、国際会議等のプロシーディング論文、その他投稿

中の論文等のリスト

　　(3) 論文別刷

　　　　電子ジャーナルおよび電子プレプリントの印刷物でも可

なお、これらの資料は大型シミュレーション審査委員会等での参考資料となります。

また報告書の提出がない場合には、現在の利用について一時停止することもあります

ので、ご注意ください。

郵送先

〒305-0801　茨城県つくば市大穂１－１
高エネルギー加速器研究機構
国際研究協力部 研究協力課 共同利用第一係　　　0298-64-5126
　　ファイルの送り先

　　   松古栄夫

　　　　hideo.matsufuru@kek.jp
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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）

反対称化分子動力学（ＡＭＤ）の手法を用いて、sdシェル領域原子核の基底状態および励起状態の構造研究、および、原子核の液相気相相転移の計算を行った。
構造研究においては、平成１４年度に開発した有限レンジ３体力を含む有効相互作用をsdシェル核に
適用し、低エネルギー領域の変形共存と高励起状態における分子的構造を統一的に記述することに成功した。分子的状態が低励起の変形状態のクラスター的励起状態として説明できることを示すと同時に、例えば、40Caの高励起状態に28Si+12C分子的状態が現れることを理論的に予言した。
また、原子核の液相気相相転移の研究においては、AMDの時間発展を用いて理想的な熱平衡状態を
作ることによって、核物質の液相気相の共存相の性質を調べた。
また、核衝突におけるアイソスピン効果に注目した研究については，フラグメントのアイソスピン組成とアイソスケーリングのパラメータから低密度・有限温度での核物質の対称エネルギーを抽出できることが明らかになった．
（英文）

We studied the properties of the ground and excited states of sd-shell nuclei with the method of antisymmetrized molecular dynamics(AMD). We proposed a new effective nucleon-nucleon interaction, which contains a finite-range three-body term and applied it to sd-shell nuclei. It was found that the highly excited molecular states can be described in a connection with the shape coexistence in the low-lying states. For example, in 40Ca, we predicted Si-C molecular states, which are built as the cluster excitation of the low-lying superdeformation.

  We also investigated the iso-spin dependence of the heavy-ion collisions. It was shown that the symmetric energy of the nuclear matter in the low-density and high-temperature region can be reduced from the production ratio of the fragments in the heavy-ion collisions, 

We also studied the properties of the phase transition between liquid and gas phase of the nuclear matter, which have a close relation with the phenomena of the multi-fragmentation in heavy-ion collisions. By analyzing the time development of the AMD wave function, we found that the coexistence of liquid and gas phases is realized.
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